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 1F事故による環境への長期的な影響を解明するためには、

環境中へ放出された放射性物質の移行挙動の長期的な評価
が必要 

 中でも、飲料水や食品の原材料となる水資源中での物質の
挙動を評価するためには、地表水と不飽和層中での地下水
を連成させた解析システムを構築する必要 

 本研究では、Csの長期的移行評価に必要な概念モデルの検
討のため、水循環システムに関わる様々なデータとCsの移
行挙動に対する相関性をGISにより分析するとともに、水循

環システムにおいて重要なパラメータである地下水涵養量
の評価を実施とした。 

対象領域 

目的 Cs沈着量データの分析 

収集・整備したGISデータ 
 対象領域：阿武隈地域を含む南北80km、東西60km 
 標高、地形、土壌、表層地質、植生、水文、気象等の各デー

タをGIS化しCs沈着量の減衰量正規化値との相関を調査 

10m DEM 地形分類 

土壌図 

2011年のCs-137沈着量 2013年のCs-137沈着量 

Cs-137変化量の正規化値 
（赤、青等の実線は河川を示す） 
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正規化値：-1～1の値をとる。1の場合、100%の減少、0の場合変化無し。
上右図で赤が減少、青が増加を示す。 

正
規
化 

植生区分図 降水量分布(8月)など 

 Csの減少が比較的多い地域は図の中央部の比較的大きな河川沿い、北部のダム近辺等 

GISデータとCs沈着量のオーバーレイ解析 
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 Cs-137正規化値と各種GISデータとの比較から、カテゴリーごとにヒストグラム作成 
グライ土 森林土 黒ボク 

泥炭 田畑など 低地土 

森林土の正規化値は-0.2～0.8に分布、
田畑では最頻値が0.2-0.3 
田畑などに比べ森林土での正規化値が
大きい傾向 

概要 
 Csの環境中での長期的な移行挙動を把握するために地表水と地下水が連動した水文システム中での評価手法の整備を進め 
ている。東京電力福島第一発電所(1F)周辺地域における地質情報、水文情報、核種沈着量等の観測データを地理情報システム 
(GIS)により分析し、表層水・地下水を媒体としたCsの長期的移行評価モデルの検討に必要な概念モデルの検討を進めた。 

1F周辺の環境中における地表水・地下水連成解析システムの整備 
- 水文諸情報とCs沈着量の相関性と涵養量評価 - 

宗像雅広（安全研究センター 放射線安全・防災研究Gr.） 

ふくしまの環境回復に係るこれまでの取組 成果報告会 
2015年11月9–10日 ザ・セレクトン福島 

土壌分類ごとのCs正規化値の頻度分布 
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植生ごとのCs正規化値の頻度分布 

常緑樹、落葉樹で
は明瞭な違いは無
い 
ヤブツバキクラス
域自然植生等が比
較的高い 
河辺・湿原等での
値が低い傾向 
森林域ではCsの減

少割合が大きく、
耕作地、河辺等で
は小さい 
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分布型タンクモデルによる涵養量評価 

地表から地下に向かう水分移動である涵養量につ
いて、分布型タンクモデルを用いて涵養量評価 
対象地域は約4,800km2 
積雪・融雪モデルを開発[2] 

分布型タンクモデルによる評価手順 

まとめおよび今後の展開 

実測流量データのある光大寺流量観測所より上
流域をパラメータ探索流域として設定 
可能蒸発散量の推定にはマッキンク法を用い、
冬季における降水量については補正率[3]を使用 
自動探索にてパラメータを同定（NSE=0.87） 

水収支シミュレーション結果 

降水量、積雪量、
融雪量、実蒸発散
量を月ごとに表示 

領域全体で年間では月降水量に対して発生する
涵養量は約13%と評価 
積雪・融雪の影響を受けない5-10月の期間では
涵養量は約9% 

涵養量評価結果（各月） 

涵養量の空間分布（11月） 
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Cs沈着量の減少割合と水文諸情報の相関性を検討した結果、森林域ではCsの減少割合が大きく、耕作地、河辺等では小さいことが示唆された。 
降雪・融雪の影響を考慮した、各月の空間的涵養量分布を評価した結果、降水量に対する割合は8～23%となった。 
今後、 Cs沈着量の減少割合と涵養量空間分布との相関性や水次系数・流路頻度等の水文パラメータとの相関性を検討し、システム整備のための概念モデル
構築のための検討を進めていく予定である。 

航空機モニタリング[1]におけるCs-137沈着量 
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